
ESBK-7052 のインストール方法

１． ES-7 付属の「Windows NT Workstation Version4.0」CDROM ディスクを ES-7 の

CDROM ドライブに入れます。

２． タスクバーの「スタートボタン」をクリックし、「設定」をポイントして

   「コントロールパネル」をクリックします。

３．「コントロールパネル」ウィンドウが開きます。



４．「コントロールパネル」ウィンドウの｢ネットワーク｣アイコンをダブルクリックします。

５．以下の画面が表示されますので、「はい（Y）」ボタンをクリックして下さい。

６．しばらくお待ち頂くと、以下の画面が表示されますので、「次へ（N）」ボタンを

    クリックして下さい。



７．以下の画面が表示されますので、「検索開始（T）」ボタンをクリックして下さい。

８．以下の画面が表示されますので、ネットワークアダプタ（A）欄に

    「3Com  Etherlink  III  ISA /PCMCIA  Adapter （検出）が表示されている事を

    確認し、「次へ（N）」ボタンをクリックして下さい。



９．以下の画面で「ネットワークプロトコル（P）」欄の「NetBEUI プロトコル」チェック

ボックスのみをチェックして、「次へ（N）＞」ボタンをクリックして下さい。

★ プロトコルとは、ネットワークで接続されたパソコン同士が通信する為の決められた通

信手順の事です。

双方とも同じプロトコルでなければ、パソコン同士が通信する事はできません。

Windows NT では、このプロトコルに「TCP/IP」「NW Link IPX/SPX 互換トランスポー

ト」「Net BEUI」の 3 つが選べます。

TCP/IP： インターネット標準プロトコル

IPX/SPX： ノベル社の Net ware で使われるプロトコル

Net BEUI： 主にマイクロソフト社製品で使われるプロトコル

ここで設定した Net BEUI は、面倒な設定がいらないので、小規模なネットワークに適

しています。

１０．以下の画面で 4 項目にチェックが入っている事を確認し、「次へ（N）＞」を

      クリックして下さい。



１１．以下の画面はそのまま「次へ（N）＞」で進めて下さい。



１２．以下の画面にて入力を行ないます。

     「A:¥」の「A」は CDROM を読んでいるドライブを入力します。

    （通常は D となりますが、MO ドライブ等が入っている場合は E となりますので、

      マイコンピューターを開き、ドライブを読んでいる場所を確認して下さい。）

      「¥」マークの後ろに「i386」と言うファイル名を入れます。

  

     例：以下はドライブが D の場合。「D:¥i386」と入力します。

１３．以下の画面で「I/O ポートアドレス（P）」欄に「0x300」、「割り込み番号（I）」欄

      に「10」に表示されている事を確認してから、「トランシーバの種類（T）」欄の

      ドロップダウンリストから使用するネットワークを選択し、「続行」ボタンを

      クリックして下さい。

      

      注意：以下は例ですので、「トランシーバの種類」は使用するネットワークに

            よって異なります。



１４．以下の画面が表示されますので、「OK」ボタンをクリックして進めて下さい。

１５．インストールが始まり、しばらくお待ち頂くと以下の画面が表示されますので、

      「次へ（N）」ボタンをクリックして下さい。



１６．以下の画面も「次へ（N）」をクリックして進めて下さい。

１７．以下の画面にて「ワークグループ」又は「ドメイン」の名前を入力し、

      「次へ（N）＞」ボタンをクリックして下さい。

      「ワークグループ」又は「ドメイン」名はネットワーク管理者に

       お問い合わせ下さい。



１８．以下の画面にて「完了」ボタンをクリックして下さい。

１９．以下の画面にて、「Windows NT Workstation Version 4.0」CDROM デスクを

      取り出し、「はい（Y）」ボタンをクリックして下さい。

      ES-7 のシステムがシャットダウンされた後、再び起動され、ESBK-7052 基盤

      が使用できるようになります。


